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三

 
 
は
じ
め
に

 
日
本
人
の
歴
史
観
や
戦
争
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
そ

の
場
合
あ
っ
た
事
実
を
あ
た
か
も
な
か
っ
た
か
の
如
く
み
な
す
こ
と
は
お
か
し

い
し
、
ま
た
、
現
在
の
状
況
か
ら
過
去
を
一
方
的
に
裁
断
す
る
こ
と
も
ど
う
か

と
思
う
。
前
者
の
場
合
判
断
に
際
し
て
不
当
な
歪
み
が
生
じ
る
し
、
後
者
で
は

《
時
の
遠
近
法
》
が
、
意
識
的
で
あ
れ
無
意
識
的
で
あ
れ
作
用
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

 
と
り
わ
け
、
政
治
的
な
側
面
よ
り
も
個
の
内
面
を
重
要
視
す
る
文
学
に
あ
っ

て
は
、
こ
と
さ
ら
慎
重
な
ス
タ
ン
ス
が
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
大
東
亜
戦
争

下
に
お
け
る
文
学
者
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
場
合
も
こ
と
は
同
様
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、

 
 
 
歴
史
上
何
事
が
発
生
し
た
か
の
考
究
よ
り
も
む
し
ろ
そ
れ
が
発
生
し
た

 
 
と
き
に
炉
か
に
感
じ
ら
れ
た
か
の
考
究
が
血
の
切
実
の
こ
だ
ま
を
伝
え
る

 
 
は
ず
の
も
の
注
-

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

 
十
五
年
戦
争
、
大
東
亜
戦
争
と
称
さ
れ
る
時
期
は
な
べ
て
が
均
質
で
は
な
く
、

幾
つ
か
の
重
要
な
節
目
を
経
て
変
容
し
て
行
く
。
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
の
盧

溝
橋
事
件
に
端
を
発
し
た
日
支
事
変
の
拡
大
が
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
昭
和
十
六

年
十
二
月
八
日
の
里
言
両
国
へ
の
宣
戦
布
告
も
又
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
準
戦
時

下
で
推
進
さ
れ
た
新
体
制
運
動
は
、
戦
時
下
で
は
い
つ
さ
い
の
異
論
の
余
地
を

認
め
ぬ
軍
国
主
義
的
統
制
（
検
閲
）
の
も
と
に
お
か
れ
る
。
例
え
ば
、
米
英
と

の
開
戦
十
一
日
後
の
十
九
日
に
は
「
言
論
・
出
版
・
集
会
・
結
社
等
臨
時
取
締

法
」
が
公
布
さ
れ
て
い
る
（
施
行
は
二
十
一
日
）
。

 
結
社
・
集
会
、
出
版
物
は
す
べ
て
許
可
制
と
な
り
、
当
局
の
意
に
添
わ
ぬ
も

の
は
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
あ
る
書
物
や
作
品
が
発
禁
に

な
っ
た
場
合
、
当
該
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
同
一
人
の
他
の
著
作
、
同
一
発
行

所
の
他
の
出
版
物
ま
で
累
が
及
ぶ
も
の
と
な
る
。

 
 
 
第
九
条
 
出
版
物
ノ
発
売
及
頒
布
ノ
禁
止
ア
リ
タ
ル
場
合
二
於
テ
行
政

 
 
官
庁
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
当
該
題
号
ノ
出
版
物
ノ
以
後
ノ
発
行
ヲ

 
 
停
止
シ
又
ハ
同
一
人
若
二
世
一
社
ノ
発
行
二
依
ル
他
ノ
出
版
物
ノ
発
行
ヲ

 
圏
停
止
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
注
2

 
す
べ
て
が
く
与
論
ノ
健
全
ナ
ル
指
導
〉
（
昭
1
6
、
1
2
、
1
7
、
内
務
省
検
閲
課

長
兼
情
報
局
第
四
部
第
一
課
長
高
橋
三
郎
の
国
会
答
弁
）
の
名
の
も
と
に
統
制

さ
れ
た
も
の
で
、
作
家
の
営
為
は
も
は
や
個
の
責
任
で
は
す
ま
な
い
状
況
に
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あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
如
何
に
〈
自
分
の
旗
を
守
り
と
ほ
〉
（
太
宰
治
「
十

五
年
間
」
）
す
か
が
当
時
の
作
家
の
至
上
命
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
午
前
三
時
、
日
本
は
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
を
空
襲
し
、

米
戦
艦
主
力
を
撃
破
し
た
。
米
英
両
国
へ
の
宣
戦
布
告
で
あ
る
。
こ
の
事
件
が

国
民
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
又
こ
と
へ
の
想
い
に
も
微
妙
な
違
い
が
み
ら

れ
る
。
次
に
引
く
の
は
、
伊
藤
整
の
同
日
の
日
記
（
『
太
平
洋
戦
争
日
記
の
』

新
潮
社
、
一
九
八
三
・
八
）
に
し
た
た
め
ら
れ
た
感
想
で
あ
る
。

 
 
 
我
々
は
白
人
の
第
一
丹
比
と
戦
う
外
、
世
界
一
流
人
の
自
覚
に
立
て
な

 
 
い
宿
命
を
持
っ
て
い
る
。
は
じ
め
て
日
本
と
日
本
人
の
姿
の
一
つ
一
つ
の

 
 
意
味
が
現
実
感
と
限
り
な
い
い
と
お
し
さ
で
自
分
に
わ
か
っ
て
来
た
。

 
伊
藤
整
は
こ
の
「
日
記
」
を
も
と
に
そ
の
日
の
〈
興
奮
〉
を
「
十
二
月
八
日

の
記
録
」
（
『
新
潮
』
昭
1
7
・
2
）
と
し
て
発
表
す
る
。
上
林
暁
に
は
「
歴
史
の

日
」
が
あ
り
、
太
宰
治
に
も
文
字
通
り
の
「
十
二
月
八
日
」
が
あ
る
。
「
十
二

月
八
日
の
記
録
」
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

 
 
 
軍
歌
の
放
送
さ
れ
る
の
を
背
後
に
聞
き
な
が
ら
、
私
は
こ
の
記
念
す
べ

 
 
き
日
の
帝
都
を
見
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
、
や
っ
と
、
自
分
の
心
に
ひ

 
 
か
れ
る
方
向
を
見
定
め
た
。
何
も
知
ら
ず
に
家
に
い
る
妻
や
子
を
思
い
浮

 
 
べ
た
が
、
い
つ
ま
で
も
私
が
お
前
た
ち
と
一
緒
に
い
る
と
は
思
う
な
、
と

 
 
言
っ
て
見
、
特
に
今
家
に
帰
ら
な
い
必
要
が
あ
る
よ
う
な
気
に
な
る
の
で

 
 
あ
っ
一
た
。

 
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
〈
私
〉
の
心
情
は
、
私
よ
り
も
公
優
先
、
す
な
わ
ち
、

緊
急
時
に
お
け
る
家
族
の
処
し
方
に
家
長
と
し
て
思
い
を
致
す
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
〈
記
念
す
べ
き
〉
〈
今
〉
の
日
本
人
の
《
表
情
》
を
、
表
現
者
と
し

て
そ
の
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
使
命
感
に
満
ち
て
い
る
。

 
こ
れ
ら
開
戦
の
《
想
い
》
を
描
い
た
小
説
に
対
し
、
そ
の
中
の
特
別
攻
撃
隊

に
素
材
を
求
め
、
死
生
観
に
焦
点
を
絞
っ
た
の
が
、
坂
口
安
吾
の
「
真
珠
」

（『

ｶ
芸
』
昭
1
7
・
6
）
で
あ
る
。
安
吾
の
「
真
珠
」
が
特
異
な
の
は
素
材
と

同
時
に
、
「
十
二
月
八
日
の
記
録
」
め
公
優
先
の
心
情
と
は
異
な
り
、
〈
戦
時

体
制
の
文
学
と
い
う
も
の
を
考
え
ら
れ
ぬ
〉
、
〈
文
学
の
戦
時
体
制
は
、
無
力
、

矛
盾
し
や
し
な
い
か
〉
（
「
巻
頭
随
筆
」
『
現
代
文
学
』
昭
1
8
・
6
）
と
い
う
、

《
私
》
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
事
件
の
全
貌
が
次
第
に
明
ら
か

に
な
る
に
つ
れ
、
安
吾
が
衝
撃
を
受
け
た
の
は
、
は
ぼ
九
ヶ
月
前
に
く
国
民
一

般
と
い
う
も
の
が
、
個
人
と
し
て
戦
争
と
つ
な
が
る
最
大
関
心
事
は
た
だ

〈
死
し
＞
と
書
い
た
「
死
と
鼻
歌
」
（
『
現
代
文
学
』
昭
1
6
・
5
）
が
脳
裏
を
よ
ぎ
っ

た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
 
 
 
「
必
ず
死
ぬ
」
と
き
ま
っ
た
時
に
進
み
う
る
人
は
常
人
で
は
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
 
 
ま
し
て
、
そ
れ
が
、
一
貫
し
た
信
念
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
と
き
に
は
異

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
 
常
と
共
に
、
偉
大
な
る
人
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
 
 
 
（
傍
点
鶴
谷
）

 
〈
異
常
〉
か
つ
〈
偉
大
な
る
〉
人
々
が
日
常
の
現
実
生
活
に
存
在
し
た
こ
と

を
安
吾
は
知
ら
さ
れ
た
。
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
午
後
三
時
、
大
本
営
海
軍

部
は
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
の
根
当
地
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
を
奇
襲
、
そ
の
戦
果
を

以
下
の
よ
う
に
発
表
し
た
。
戦
艦
五
隻
、
甲
巡
又
は
乙
巡
二
隻
、
給
油
船
一
隻

を
撃
沈
、
戦
艦
三
隻
、
軽
巡
二
隻
、
躯
逐
艦
二
隻
を
大
破
、
戦
艦
一
隻
、
乙
巡

四
隻
を
申
破
、
ア
メ
リ
カ
陸
海
軍
航
空
機
多
数
を
炎
上
・
撃
墜
・
撃
破
と
。
こ

れ
ら
の
戦
果
は
主
と
し
て
空
襲
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
国
民
は
同
時
に
、
特

殊
潜
航
艇
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
特
別
攻
撃
隊
が
あ
っ
た
こ
と
も
や
が
て
知
ら
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さ
れ
た
。
〈
死
以
外
に
視
つ
め
る
何
物
も
な
い
〉
（
「
真
珠
」
）
人
達
で
あ
る
。

多
く
の
文
人
は
詩
や
歌
で
こ
れ
ら
の
人
々
を
評
し
た
。
佐
藤
春
夫
、
斎
藤
茂
吉
、

高
浜
虚
子
と
い
う
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
人
々
の
表
現
を
例
に
と
る
。

 
 
ま
す
ら
男
の
か
た
き
心
に

 
 
か
ね
て
よ
り
水
漬
屍
を

 
 
こ
ひ
ね
が
ひ
時
到
る
日
を
待
て
り
し
か

 
 
友
九
人
ね
が
ひ
は
一
つ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
佐
藤
春
夫
「
特
別
攻
撃
隊
軍
神
の
頒
の
ω
」
）

九
つ
の
軍
の
神
の
お
も
か
げ
を
す
め
ら
み
こ
と
は
み
そ
な
は
し
ま
す

に
ご
り
な
く
ひ
た
ぶ
る
に
し
て
さ
さ
げ
た
る
九
御
命
あ
ふ
が
ざ
ら
め
や

そ
の
こ
こ
ろ
極
ま
り
ぬ
れ
ば
あ
な
ご
清
け
特
別
攻
撃
隊
の
名
を
ぞ
と
ど
む

芸
名
こ
そ
春
あ
け
ぼ
の
の
目
に
さ
や
か

若
草
に
老
の
涙
は
け
が
ら
は
し

母
子
草
そ
の
子
の
母
も
う
ち
笑
み
て

（
高
浜
虚
子
「
軍
神
九
柱
」
）

 
こ
れ
ら
の
作
品
は
凡
人
に
は
及
び
も
っ
か
ぬ
く
神
〉
性
を
ス
ト
レ
ー
ト
な
感

情
表
白
で
頒
七
た
も
の
で
あ
る
が
、
安
吾
の
「
真
珠
」
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、

す
べ
て
の
人
の
営
為
・
生
死
が
等
価
に
お
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。
詳

細
は
思
為
で
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
背
景
と
な
っ
た
九
軍

神
の
人
と
な
り
を
当
時
の
資
料
で
再
現
さ
せ
た
い
。
時
代
の
雰
囲
気
を
知
る
た

め
に
は
、
'
当
時
の
資
料
が
も
っ
と
も
正
確
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
花

田
俊
典
氏
に
「
『
真
珠
』
の
校
注
」
（
『
交
錯
す
る
軌
跡
注
釈
・
昭
和
の
短
編
小
説
』

双
美
社
出
版
、
9
1
・
4
）
が
あ
り
、
屋
上
屋
を
架
す
る
感
が
な
い
で
も
な
い
が

九
軍
神
が
当
時
如
何
よ
う
に
《
表
現
》
さ
れ
て
い
た
の
か
を
把
握
し
た
い
の
で

あ
る
。

 
 
2

 
昭
和
十
六
年
十
二
月
九
日
（
八
日
発
行
）
の
『
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊
』
一
面

に
は
ア
メ
リ
カ
、
英
国
に
対
す
る
宣
戦
の
大
詔
と
同
時
に
「
西
太
平
洋
に
戦
闘

開
始
 
布
畦
米
艦
隊
航
空
丘
バ
カ
を
痛
爆
」
の
見
出
し
で
八
日
午
前
六
時
、
午
後

一
時
の
四
つ
の
大
本
営
陸
軍
部
発
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
帝
国
陸
海
軍
は
今
八
日
未
明
西
太
平
洋
に
お
い
て
米
誌
軍
と
戦
闘
状

 
 
 
態
に
入
れ
り

 
 
 
一
、
帝
国
海
軍
は
本
八
日
未
明
ハ
ワ
イ
方
面
の
米
国
艦
隊
並
に
航
空
兵

 
 
力
に
対
し
て
決
死
的
大
空
襲
を
敢
行
せ
り

 
ハ
ワ
イ
の
戦
果
は
十
二
月
十
九
日
の
紙
面
で
そ
の
詳
細
が
報
じ
ら
れ
る
が
、

十
八
日
午
後
三
時
の
大
本
営
海
軍
部
発
表
に
、
次
の
記
事
が
み
え
る
。

 
 
 
二
、
・
再
戦
に
お
い
て
特
殊
潜
航
艇
を
も
っ
て
編
成
せ
る
我
が
特
別
攻
撃

 
 
隊
は
警
戒
厳
重
を
極
む
る
真
珠
湾
内
に
決
死
突
入
し
、
味
方
航
空
部
隊
の

 
 
猛
攻
と
同
時
に
敵
主
力
を
強
襲
或
は
単
独
夜
襲
を
決
行
し
、
少
な
く
と
も

 
 
前
期
戦
艦
ア
リ
ゾ
ナ
型
一
隻
を
轟
沈
し
た
る
外
大
な
る
戦
果
を
挙
げ
敵
艦

 
 
隊
を
震
骸
せ
り

 
管
見
に
よ
れ
ば
、
特
別
攻
撃
隊
の
存
在
を
国
民
が
知
ら
さ
れ
る
の
は
こ
の
時

点
が
最
初
で
あ
り
、
氏
名
が
公
表
さ
れ
る
の
は
翌
年
三
月
の
大
本
営
の
放
送
に

よ
っ
て
で
あ
る
。
個
々
の
「
軍
神
」
の
人
と
な
り
が
詳
ら
か
に
国
民
の
知
る
と

文
学
者
の
《
十
二
月
八
日
》
（
こ

安
吾
「
真
珠
」
の
素
材
に
つ
い
て
一
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こ
ろ
と
な
る
の
は
、
次
の
刊
本
に
よ
る
。

 
《
事
件
》
の
五
ヶ
月
余
で
あ
る
昭
和
十
七
年
五
月
一
日
、
朝
日
新
聞
東
京
本

社
よ
り
一
冊
の
単
行
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
『
特
別
攻
撃
隊
 
九
軍
神
正
伝
』

と
題
す
る
も
の
が
こ
れ
で
、
「
序
」
で
く
特
別
攻
撃
隊
を
後
の
世
に
語
り
つ
ぎ

讃
へ
つ
ぐ
た
め
〉
〈
民
族
の
誇
り
と
感
激
と
を
〉
〈
文
と
詩
に
〉
〈
盛
り
〉
、

〈
一
書
を
成
し
て
以
て
世
に
お
く
る
〉
と
、
こ
の
書
の
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。

 
グ
ラ
ビ
ア
写
真
に
よ
る
九
軍
神
の
面
影
、
昭
和
十
七
年
四
月
八
日
の
九
軍
神

合
同
海
軍
葬
儀
時
の
嶋
田
繁
太
郎
海
軍
大
臣
、
山
本
五
十
六
連
合
艦
隊
司
令
長

官
の
「
弔
辞
」
が
巻
頭
を
飾
り
、
「
序
」
、
大
本
営
海
軍
報
道
部
課
長
平
出
英
夫

の
放
送
稿
「
特
別
攻
撃
隊
の
偉
勲
」
が
こ
れ
に
続
き
、
岩
佐
直
治
中
佐
を
は
じ

め
と
す
る
九
名
の
「
正
伝
」
、
短
歌
・
漢
詩
・
俳
句
・
詩
の
「
景
仰
必
要
」
と

よ
り
こ
の
書
は
な
る
。

 
開
戦
の
壁
頭
く
特
殊
潜
航
艇
ヲ
以
テ
布
畦
軍
港
内
二
突
入
シ
V
〈
多
大
ノ
戦

果
ヲ
挙
ケ
〉
た
の
が
事
の
端
的
な
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
計
画
は
公
式
発

表
に
よ
れ
ば

 
 
 
攻
撃
ヲ
実
行
セ
ル
岩
佐
大
尉
以
下
数
名
ノ
将
校
ノ
着
想
二
重
ク
モ
ノ
ニ

 
 
シ
テ
、
数
箇
月
給
一
旦
緩
急
ア
ラ
バ
之
ヲ
以
テ
尽
忠
報
国
ノ
本
分
ヲ
尽
シ

 
 
度
ト
案
ヲ
具
シ
、
秘
二
各
上
官
ヲ
経
テ
連
合
艦
隊
指
令
長
官
二
出
願

し
た
も
の
で
あ
り
、
山
本
五
十
六
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
重
ね
、

 
 
 
成
功
ノ
確
算
ア
リ
、
収
容
ノ
方
策
亦
講
ジ
得
ル
ヲ
認
メ
、
志
願
者
ノ
熱

 
 
意
ヲ
容
ル
ル
コ
ト
ト
セ
リ
。

と
、
実
行
に
ふ
み
き
っ
た
と
さ
れ
る
。
後
、
九
隊
員
は
二
階
級
特
進
と
な
り
、

六
将
校
は
正
六
位
か
ら
正
八
位
ま
で
の
位
階
と
勲
位
と
を
、
又
、
三
下
士
官
は

勲
位
と
を
授
か
る
こ
と
に
な
る
α
今
後
の
各
人
の
人
と
な
り
は
こ
と
わ
り
な
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

限
り
、
先
に
紹
介
し
た
『
特
別
攻
撃
二
九
軍
神
正
伝
』
に
依
る
。
以
下
九
人
の

略
伝
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
端
を
略
述
す
る
。
当
時
の
青
年
・
時
代
の
雰
囲
気
が

知
ら
れ
よ
う
。

 
日
岩
佐
直
治
中
佐

 
大
正
四
年
五
月
六
日
、
群
馬
県
前
橋
市
天
川
要
語
番
地
生
ま
れ
。
父
直
吉
、

母
テ
ル
の
五
男
。
昭
和
四
年
四
月
前
橋
第
一
中
学
に
入
学
、
九
年
四
月
、
海
軍

兵
学
校
入
校
（
第
六
十
五
期
）
、
十
三
年
三
月
、
卒
業
。
少
尉
候
補
生
と
し
て

磐
手
、
熊
野
に
乗
組
、
十
三
年
十
一
月
、
海
軍
少
尉
に
撫
ぜ
ら
れ
る
。
鵯
乗
組
、

十
四
年
十
一
月
、
任
海
軍
中
尉
。
比
叡
、
摩
耶
、
鹿
島
乗
組
、
十
六
年
十
月
、

任
海
軍
大
尉
。
特
別
攻
撃
隊
隊
長
。
享
年
二
十
六
。

 
小
学
時
代
の
成
績
は
優
秀
で
、
正
義
感
旺
盛
で
あ
っ
た
。
負
け
ん
気
も
強
く
、

大
人
で
さ
へ
容
易
で
な
い
利
根
川
横
断
を
や
っ
て
の
け
た
り
、
何
事
に
も
始
め

た
ら
徹
底
的
に
や
る
少
年
で
あ
っ
た
。
工
学
時
代
は
二
百
直
中
、
一
年
次
四
十

六
番
、
二
年
次
三
十
二
番
、
三
年
次
四
十
番
、
四
年
次
十
九
番
、
卒
業
次
は
十

八
番
で
あ
り
、
数
学
と
物
理
に
特
に
秀
で
て
い
た
。
水
泳
、
剣
道
を
好
み
、
剣

道
は
四
段
ま
で
進
ん
だ
。
互
励
会
（
兵
学
校
入
学
以
後
、
前
橋
一
中
時
代
の
友

人
と
組
織
）
の
人
々
に
よ
れ
ば
、
彼
の
人
と
為
り
は
父
の
厳
格
、
母
の
慈
愛
、

少
年
時
代
の
恩
師
の
薫
陶
、
海
軍
の
伝
統
の
猛
訓
練
と
が
生
ん
だ
も
の
と
い
う
。

両
親
・
恩
師
に
託
し
た
辞
世
の
句
は

桜
花
散
る
べ
．
き
と
き
に
散
り
て
こ
そ

大
和
の
花
と
賞
で
ら
る
・
ら
ん

身
は
た
と
え
異
国
の
海
に
果
つ
る
と
も

護
ら
で
や
ま
じ
大
和
皇
国
を
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で
あ
り
、
ま
た
、
実
姉
誠
へ
艦
上
か
ら
送
っ
た
写
真
の
裏
に

ま
す
ら
を
は
死
す
べ
き
時
を
つ
か
み
な
ば

い
ざ
咲
か
ず
と
も
散
り
て
な
か
ら
む

と
の
一
首
が
認
め
て
あ
っ
た
。

 
口
横
山
正
治
少
佐

 
大
正
八
年
十
一
月
十
八
日
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
隠
荒
田
町
二
一
二
生
ま
れ
。

父
正
吉
、
母
た
か
の
六
男
。
昭
和
七
年
四
月
県
立
第
二
鹿
児
島
中
学
入
学
、
十

一
年
四
月
、
海
軍
兵
学
校
入
学
（
第
六
十
七
期
）
、
十
四
年
三
月
、
卒
業
。
少

尉
候
補
生
と
し
て
磐
手
に
乗
組
。
同
年
十
二
月
霞
ケ
浦
海
軍
航
空
隊
附
、
十
五

年
一
月
、
五
十
鈴
乗
組
、
五
月
、
少
尉
に
任
官
。
十
月
長
屋
乗
組
、
十
六
年
十

月
、
任
海
軍
中
尉
。
享
年
二
十
二
。
 
 
 
 
 
、

 
父
正
吉
は
近
衛
騎
兵
と
し
て
日
清
・
日
露
の
戦
役
に
出
征
し
た
勇
士
で
あ
っ

た
が
、
正
治
九
歳
の
時
早
世
し
た
。
そ
の
後
は
〈
古
武
士
の
風
格
を
偲
ば
せ
る

女
丈
夫
〉
母
た
か
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
、
責
任
感
が
強
く
、
感
恩
報
謝
の
念
に

厚
い
、
人
情
味
豊
か
な
少
年
で
あ
っ
た
と
い
う
。
〈
実
に
お
と
な
し
い
生
徒
で
、

怒
っ
た
の
を
み
た
こ
と
が
〉
な
く
、
ま
た
〈
秀
才
型
に
あ
り
が
ち
な
弱
虫
で
は

な
く
頑
張
り
の
強
い
の
で
も
ク
ラ
ス
一
番
〉
だ
っ
た
と
は
八
幡
小
学
校
時
代
の

師
日
置
の
言
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
は
万
能
型
で
、
柔
道
と
水
泳
は
群
を
抜
い
て

い
た
。

 
生
来
の
負
け
じ
魂
と
軍
人
志
望
の
熱
情
は
薩
摩
の
郷
土
性
に
負
う
と
こ
ろ
大

で
あ
り
、
横
山
は
広
瀬
中
佐
、
佐
久
間
艦
長
、
と
り
わ
け
東
郷
元
帥
を
殊
の
ほ

か
崇
拝
し
、
帰
郷
の
つ
ど
、
元
帥
の
墓
前
に
額
つ
く
の
が
常
で
あ
っ
た
。

 
 
 
東
郷
墓
地
に
詣
で
、
新
年
の
覚
悟
を
誓
ふ
。
元
帥
の
人
格
の
半
分
で
も
、

 
 
万
分
の
一
で
も
真
似
む
 
 
 
 
 
 
 
 
（
昭
1
6
・
1
・
1
「
日
記
」
）

 
西
鹿
児
島
駅
着
、
七
ヶ
月
ぶ
り
に
見
る
母
上
、
兄
姉
弟
な
り
、
午
前
中

東
郷
元
帥
墓
参
、
南
洲
神
社
参
拝
（
昭
1
6
・
8
・
2
「
日
記
」
）
享
年
二
十
。

辞
世
（
五
言
絶
句
）

 
真
珠
湾
頭
 
剛
敵
艦
隊

 
就
大
学
拳
 
明
月
里
謡

（
昭
1
6
・
1
2
・
8
）

 
日
古
野
繁
實
少
佐

 
大
正
七
年
五
月
十
日
、
福
岡
県
遠
賀
郡
遠
賀
村
字
童
生
津
生
ま
れ
。
父
彦
市
、

母
マ
キ
の
三
男
。
昭
和
六
年
四
月
、
福
岡
県
立
東
筑
中
学
校
入
学
、
十
一
年
四

月
、
海
軍
兵
学
校
入
学
（
第
六
十
七
期
、
横
山
と
同
期
）
、
十
四
年
七
月
卒
業
。

少
尉
候
補
生
と
し
て
、
八
雲
・
伊
勢
乗
組
、
十
五
年
五
月
、
任
海
軍
少
尉
。
伊

号
第
五
八
潜
水
艦
乗
組
後
、
十
六
年
十
月
、
任
海
軍
中
尉
。
享
年
二
十
四
。

 
父
彦
市
は
三
十
二
年
間
教
育
界
に
尽
力
、
祖
父
矢
八
郎
の
叔
父
は
明
治
維
新

の
勤
皇
家
で
あ
り
、
後
、
奈
良
県
大
参
議
に
な
っ
た
早
川
五
三
で
あ
る
。
幼
年

時
代
の
古
野
は
強
情
に
近
い
ほ
ど
の
負
け
ず
嫌
ひ
で
、
思
っ
た
こ
と
は
あ
く
ま

で
や
り
止
げ
ね
ば
止
ま
な
い
と
い
う
烈
し
い
気
象
の
持
ち
主
で
あ
り
、
体
力
、

腕
力
と
も
人
並
み
は
ず
れ
て
い
た
。
母
マ
キ
は
、
淑
か
な
う
ち
に
も
烈
し
い
気

象
の
持
ち
主
で
、
〈
何
事
も
真
心
で
貫
き
通
せ
〉
を
座
右
の
銘
と
し
て
い
た
。

小
学
校
時
代
は
六
年
間
級
長
で
通
し
、
県
内
最
初
の
県
立
中
学
で
あ
る
東
筑
中

文
学
者
の
《
十
二
月
八
日
》
（
こ

安
吾
「
真
珠
」
の
素
材
に
つ
い
て
i
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学
で
も
、
四
年
間
副
級
長
、
卒
業
時
は
級
長
で
二
番
の
成
績
を
お
さ
め
る
ほ
ど

学
業
抜
群
で
あ
っ
た
。
相
撲
・
柔
道
に
強
引
な
腕
力
を
発
揮
し
、
正
義
を
愛
す

る
熱
血
漢
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で
物
の
哀
れ
を
知
る
こ
と
に
か
け
て
も
人
後
に

落
ち
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
絵
が
好
き
で
、
玄
人
は
だ
し
の
風
景

画
を
よ
く
描
い
た
。
東
筑
中
学
教
論
上
田
胤
栄
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
東

筑
は
陸
軍
志
願
者
ば
か
り
で
、
兵
学
校
は
振
る
わ
な
か
っ
た
が
、
古
野
は
士
官

学
校
、
海
軍
兵
学
校
同
時
合
格
、
広
瀬
中
佐
を
畏
敬
し
て
い
た
た
め
か
、
た
め

ら
う
こ
と
な
く
丘
ハ
学
校
を
選
ん
だ
と
い
う
。

 
 
 
勿
論
生
還
は
期
し
ま
せ
ん
。
広
瀬
中
佐
の
古
事
に
劣
ら
ぬ
勇
壮
な
作
業

 
 
で
、
以
上
に
や
り
甲
斐
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
て
下
さ
い
。

 
 
（
征
途
直
前
、
父
彦
市
宛
書
簡
）

 
安
吾
の
「
真
珠
」
で
く
軍
服
を
着
て
行
く
べ
き
だ
が
、
暑
い
か
ら
作
業
服
で

御
免
蒙
ろ
う
〉
と
語
っ
た
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
ま
た
、
「
真
珠
」
の
題
名

の
一
つ
は
父
に
送
っ
た
次
の
辞
世
の
歌
に
負
う
と
さ
れ
て
い
る
。

 
 
い
ざ
行
か
む
網
も
機
雷
も
乗
り
越
え
て

 
 
撃
ち
て
真
珠
の
玉
と
砕
け
む

 
 
君
の
た
め
何
か
惜
ま
ん
若
桜
．

 
 
散
っ
て
甲
斐
あ
る
命
な
り
せ
ば

 
 
靖
国
で
会
ふ
嬉
し
さ
や
今
朝
の
空

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
／

 
四
廣
尾
彰
大
尉

 
大
正
九
年
一
月
十
四
日
、
佐
賀
県
三
養
基
郡
旭
村
大
字
江
島
字
村
田
生
ま
れ
。

父
練
吉
、
母
か
つ
の
三
男
。
昭
和
七
年
四
月
、
佐
賀
県
立
三
養
基
中
学
校
に
入

学
、
十
二
年
四
月
、
海
軍
兵
学
校
入
校
（
第
六
十
八
期
）
、
十
五
年
八
月
卒
業
。

少
尉
候
補
生
と
し
て
香
取
、
那
智
、
妙
高
に
乗
組
、
十
六
年
四
月
、
任
海
軍
少

尉
。
享
年
二
十
二
。

 
両
親
と
も
教
育
家
で
あ
り
、
家
は
代
々
の
鍋
島
藩
士
で
あ
っ
た
。
思
い
立
っ

た
ら
必
ず
や
り
通
す
烈
々
た
る
気
概
は
父
か
ら
、
凛
乎
た
る
強
さ
は
母
か
ら
受

け
継
い
だ
と
さ
れ
、
上
貫
の
強
烈
な
意
志
と
、
物
事
を
正
し
く
解
釈
し
着
々
と

努
力
を
続
け
て
か
ち
取
る
だ
け
の
深
い
落
ち
着
き
を
持
つ
武
人
と
し
て
廣
尾
は

至
る
こ
と
に
な
る
。
小
学
校
時
代
は
ヤ
ン
チ
ャ
で
気
儘
な
腕
白
坊
主
で
あ
っ
た

が
、
長
ず
る
に
従
い
、
静
か
に
肚
を
練
り
、
内
に
貯
へ
て
感
情
を
外
に
現
ざ
ぬ

無
口
な
人
に
な
っ
た
と
い
う
。
小
学
校
入
学
時
か
ら
〈
俺
は
海
軍
大
将
に
な
る

ん
だ
〉
（
中
村
せ
き
）
と
語
っ
て
い
た
廣
尾
は
、
今
の
数
学
の
成
績
で
は
兵
学

校
入
学
は
難
し
い
と
申
学
四
年
の
数
学
教
師
矢
野
正
巳
に
論
さ
れ
た
。
そ
の
翌

日
か
ら
廣
尾
は
数
学
征
服
を
課
題
と
し
、
卒
業
時
に
は
級
中
藍
優
秀
の
成
績
を

取
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
陸
軍
士
官
学
校
と
海
軍
兵
学
校
と
を
一
度
に
パ

ス
す
る
ほ
ど
の
学
力
で
あ
り
、
不
抜
の
意
志
と
強
烈
な
努
力
が
お
の
ず
と
理
解

さ
れ
る
。
修
養
の
箴
と
し
て
愛
諦
し
た
の
は
郷
国
佐
賀
の
『
葉
隠
』
で
あ
り
、

兵
学
校
時
代
に
時
に
臨
ん
で
書
き
綴
っ
た
『
自
契
丹
』
に
は
次
の
一
節
が
み
え

る
。 

 
 
時
局
は
い
よ
い
よ
重
大
を
加
え
事
変
処
理
は
今
後
の
成
り
ゆ
き
に
よ
る

 
 
こ
と
極
め
て
大
に
し
て
今
後
の
推
移
如
何
に
よ
る
こ
と
大
な
り
。
又
一
方

 
 
米
国
艦
隊
-
年
来
の
吾
人
の
敵
艦
隊
1
は
今
日
着
々
と
し
て
世
界
最
大
の

 
 
大
海
軍
国
を
標
榜
し
て
軍
備
を
充
実
す
る
一
方
人
的
充
実
に
も
絶
大
の
労

 
 
苦
を
傾
け
て
み
る
。
ハ
ワ
イ
を
基
地
と
し
て
猛
訓
練
に
従
事
し
こ
と
あ
れ

 
 
ば
日
本
を
虎
視
三
々
た
る
あ
り
。
多
言
を
要
せ
ず
。
 
（
「
時
局
つ
い
て
」
）
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㈲
横
山
薫
範
特
務
少
尉

 
大
正
六
年
十
一
月
二
十
三
日
、
鳥
取
県
東
伯
郡
古
布
庄
村
大
字
上
法
萬
生
ま

れ
。
父
啓
蔵
、
虚
し
な
の
三
男
。
古
布
庄
村
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
昭
和
島
年

六
月
海
軍
志
願
兵
検
査
に
合
格
、
呉
海
兵
団
入
団
。
扶
桑
、
海
軍
水
雷
学
校
、

海
軍
潜
水
学
校
、
伊
野
第
六
十
八
潜
水
艦
、
海
軍
水
雷
学
科
高
等
科
教
程
ヲ
経

る
つ
昭
和
十
六
年
置
二
等
丘
一
曹
。
享
年
二
十
四
。

 
横
山
が
卒
業
し
た
小
学
校
の
旧
友
三
十
名
の
う
ち
、
二
十
八
名
が
軍
人
と

な
っ
た
。
古
布
庄
村
は
戸
数
僅
か
三
百
余
の
寒
村
で
あ
る
が
、
名
和
長
年
義
挙

の
際
、
村
民
こ
ぞ
っ
て
錦
旗
の
も
と
に
馳
せ
参
じ
た
歴
史
を
有
す
る
。
い
わ
ば
、

軍
国
村
と
言
っ
て
い
い
。

 
初
め
、
海
軍
少
年
兵
を
志
願
し
た
が
失
敗
、
こ
れ
を
機
に
発
奮
し
、
学
科
体

格
と
も
満
点
の
成
績
で
志
願
兵
検
査
に
合
格
、
宿
願
を
果
た
し
た
。
横
山
の
努

力
は
扶
桑
乗
組
、
水
雷
学
校
入
学
後
も
続
き
、
後
者
で
は
首
席
を
占
め
、
銀
時

計
を
奨
励
賞
と
し
て
授
与
さ
れ
た
。
〈
将
来
の
海
軍
は
潜
水
艦
に
負
う
と
こ
ろ

大
〉
の
決
意
の
も
と
、
普
通
四
年
半
で
な
け
れ
ば
任
官
で
き
ぬ
下
士
官
に
四
年

で
な
っ
た
ほ
ど
優
秀
で
あ
っ
た
。
出
征
の
前
日
、
高
軒
で
一
日
中
眠
り
続
け
た

と
い
う
豪
謄
さ
、
必
ず
戦
艦
を
し
と
め
る
と
い
う
闘
志
、
千
人
針
を
残
し
て
行
っ

た
い
さ
ぎ
ょ
さ
等
々
、
い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
が
、
祖
父
母

や
両
親
へ
の
孝
心
も
深
い
も
の
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

，
㈹
佐
々
木
直
吉
特
務
少
尉

 
大
正
二
年
五
月
二
十
日
、
島
根
県
那
賀
郡
上
々
村
大
字
左
府
生
ま
れ
。
父
清

市
、
母
ナ
カ
の
三
男
。
誕
生
四
日
後
に
母
が
死
に
、
直
吉
は
同
村
で
酒
屋
を
営

ん
で
い
た
伯
父
の
佐
々
木
梅
市
塙
や
す
夫
妻
に
引
き
取
ら
れ
、
大
正
九
年
四
月
、

久
代
尋
常
小
学
校
へ
入
学
、
六
年
間
を
首
席
で
通
し
、
級
長
を
つ
と
め
た
。
高

等
小
学
校
卒
業
後
、
商
人
見
習
や
養
父
の
陶
器
業
・
畑
仕
事
を
手
伝
っ
た
り
し

た
が
、
担
任
の
小
川
露
悪
、
一
等
兵
曹
ま
で
進
級
し
た
義
兄
佐
々
木
義
春
の
強

い
勧
め
も
あ
り
、
昭
和
七
年
六
月
、
二
十
歳
で
宿
願
を
果
し
、
呉
海
兵
団
に
入

団
し
た
。
躯
逐
艦
薄
雲
、
蔦
、
海
軍
水
雷
学
校
、
磯
波
、
海
軍
潜
水
学
校
、
同

水
雷
学
校
高
等
科
教
官
を
経
て
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
、
海
軍
一
等
兵
曹
に
進

級
。
享
年
二
十
八
。

 
剛
毅
と
寡
黙
の
人
柄
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
昭
和
十
六
年
九
月
の
最
後

の
帰
郷
の
時
言
さ
と
よ
の
家
を
訪
ね
、
義
兄
吉
春
と
盃
を
汲
み
交
わ
し
な
が
ら

こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
。

 
 
 
愈
々
わ
た
し
に
も
御
奉
公
の
出
来
る
日
が
来
る
、
万
一
開
戦
と
も
な
れ

 
 
ば
、
決
し
て
生
き
て
祖
国
の
土
は
踏
ま
ぬ
。
何
一
つ
残
さ
ず
に
散
っ
て
ゆ

 
 
く
の
だ
。

 
海
軍
の
先
輩
で
あ
る
義
春
が
不
審
に
思
い
、
問
い
直
す
と
、
一
言
だ
け
、

 
 
 
義
兄
さ
ん
も
帝
国
海
軍
の
軍
人
だ
、
わ
か
っ
て
下
さ
る
で
せ
う

 
と
答
え
た
と
い
う
。

 
㈹
上
田
定
亀
入
曹
長

 
大
正
五
年
十
月
二
十
四
日
、
広
島
県
山
県
郡
川
迫
村
大
字
蔵
姦
悪
三
九
ノ
三

生
ま
れ
。
父
市
右
衛
門
、
母
サ
ク
の
長
男
。
昭
和
三
年
約
六
粁
離
れ
た
私
立
新

庄
中
学
に
入
学
、
こ
の
学
校
は
吉
川
元
春
が
明
治
四
十
三
年
に
正
三
位
を
追
贈

さ
れ
た
記
念
に
創
立
さ
れ
た
も
の
で
、
毛
利
元
就
の
三
矢
の
教
へ
を
校
訓
と
し

て
、
毅
然
た
る
武
士
道
精
神
を
標
榜
し
た
学
校
で
あ
っ
た
。
昭
和
九
年
六
月
一

日
海
軍
志
願
検
査
合
格
、
呉
海
兵
団
に
入
団
。
昭
和
十
一
年
五
月
水
雷
学
校
普

文
学
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の
《
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二
月
八
日
》
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通
科
、
潜
水
学
校
、
伊
三
十
七
十
潜
水
艦
乗
組
、
昭
和
十
五
年
六
月
水
雷
学
校

高
等
科
を
抜
群
の
成
績
で
卒
業
し
た
。
特
別
攻
撃
隊
の
時
点
で
は
二
等
兵
曹
。

享
年
二
十
五
。

 
本
来
上
田
は
満
州
事
変
後
の
大
陸
開
拓
こ
そ
日
本
男
児
の
生
き
る
道
と
考
え

て
い
た
が
、
中
学
四
年
頃
以
下
の
三
つ
の
動
機
か
ら
海
軍
に
興
味
を
持
ち
は
じ

め
た
。
第
一
は
海
洋
発
展
の
重
要
性
と
帝
国
海
軍
の
立
場
へ
の
深
い
認
識
で
あ

る
。
第
二
は
母
校
か
ら
当
時
海
軍
軍
人
が
一
名
も
出
て
い
な
い
と
い
う
事
情
か

ら
で
、
第
三
は
親
友
上
杉
辰
三
の
呉
海
軍
工
廠
入
り
が
刺
激
に
な
っ
た
。
海
軍

志
願
を
上
杉
に
相
談
す
る
と

 
 
 
も
し
さ
う
な
っ
た
ら
『
ケ
ミ
』
（
定
の
愛
称
）
が
先
鞭
を
つ
け
る
わ
け
ち
ゃ

 
 
の
う
、
そ
れ
で
お
ら
が
工
廠
で
造
っ
た
軍
艦
に
お
前
が
乗
ら
ん
と
も
限
ら

 
 
ん
け
ん
、
こ
ん
な
素
敵
な
こ
と
が
あ
る
も
ん
か
と
、

激
励
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

 
昭
和
十
六
年
九
月
半
ば
の
最
後
の
帰
省
の
時
、
上
田
は
風
邪
気
味
で
あ
っ
た

が
、
折
り
か
ら
郷
里
は
森
雨
で
、
排
水
作
業
や
木
橋
の
補
強
工
作
を
村
人
に
ま

じ
り
立
働
い
た
。
四
十
度
の
発
熱
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
〈
少
し
で
も
動
け
る
身

で
す
か
ら
〉
〈
ど
う
し
て
も
帰
り
ま
す
〉
と
帰
隊
日
に
あ
わ
せ
た
と
い
う
挿
話

が
残
っ
て
い
る
。

 
㈹
片
山
義
雄
兵
曹
長

 
大
正
七
年
九
月
十
四
日
、
岡
山
県
赤
磐
郡
五
城
早
生
ま
れ
、
父
粂
吉
、
母
蝶

の
四
男
。
昭
和
八
年
三
月
五
城
小
学
校
高
等
科
卒
業
、
二
年
間
岡
山
の
ト
ラ
ン

ク
商
井
上
久
五
郎
に
雇
わ
れ
た
が
、
理
想
で
あ
っ
た
〈
男
ら
し
い
水
兵
姿
〉
の

実
現
を
志
し
、
昭
和
十
一
年
一
月
呉
海
兵
団
に
入
団
。
神
通
、
呉
防
備
隊
、
海

軍
水
雷
学
校
、
海
軍
潜
水
学
校
を
経
る
。
享
年
二
十
三
。

 
小
学
校
時
代
の
片
山
は
、
義
侠
心
に
富
み
か
つ
歯
並
の
据
わ
っ
た
子
供
で
あ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
万
能
、
と
り
わ
け
剣
道
は
一
等
地
を
抜
い
て
い
た
。
母
蝶
を
誇

り
と
し
、
不
擁
不
屈
の
努
力
と
独
立
独
歩
の
精
神
の
依
り
所
は
蝶
に
負
う
と
こ

ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。

 
 
 
深
み
行
く
晩
秋
の
空
は
晴
れ
、
明
後
日
の
船
手
を
空
も
祝
し
て
み
る
や

 
 
う
で
す
。
義
雄
は
元
気
で
軍
人
の
本
分
を
成
し
遂
げ
て
御
国
の
為
に
船
諸

 
 
共
先
陣
の
花
と
散
り
ま
す
。
…
…
如
何
な
る
戦
功
な
る
か
は
発
表
あ
り
ま

 
 
せ
ん
で
せ
う
が
、
「
（
戦
死
）
（
殉
死
）
」
御
力
落
し
な
く
。
一
人
の
死
よ
り

 
 
日
本
海
軍
の
軍
機
大
切
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
両
親
宛
絶
筆
」
）

 
σ
D
稲
垣
清
兵
曹
長

 
大
正
四
年
十
一
月
二
十
三
日
、
三
重
県
一
志
郡
川
合
村
大
字
庄
村
生
ま
れ
。

父
清
吾
、
母
あ
や
の
長
男
。
昭
和
五
年
三
月
川
合
高
等
小
学
校
卒
業
。
母
と
と

も
に
弟
た
ち
の
面
倒
を
見
つ
つ
農
業
に
従
事
、
昭
和
九
年
六
月
、
呉
海
兵
団
入

団
。
駆
逐
艦
早
苗
、
海
軍
水
雷
学
校
、
駆
逐
艦
呉
竹
、
海
軍
水
雷
学
校
高
等
科

教
程
等
を
経
る
。
享
年
二
十
六
。

 
幼
少
時
代
の
稲
垣
は
無
口
で
平
凡
な
子
供
と
映
っ
て
い
た
が
実
行
力
が
あ

り
、
修
身
と
国
史
と
が
得
意
で
あ
っ
た
。
尋
常
科
六
年
生
の
修
身
の
時
間
に
佐

久
間
艦
長
の
話
を
聴
い
て
か
ら
は
、
そ
の
伝
記
を
い
つ
も
懐
中
に
し
て
読
み
耽

り
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

 
 
佐
久
間
艦
長

 
 
あ
・
瀬
戸
内
の
海
深
く
 
書
い
て
残
し
た
艦
長
の
 
質
し
ほ
の
遺
書
が
華

 
 
と
咲
く
 
逆
理
っ
て
立
つ
か
ら
は
 
戦
い
の
華
だ
く
ぐ
れ
船

（46）



 
入
団
後
海
軍
の
猛
訓
練
で
見
違
え
る
ほ
ど
体
格
も
丈
夫
に
な
り
、
寡
黙
で
質

実
剛
健
な
性
格
で
あ
っ
た
と
い
う
。

 
弟
正
に
後
事
を
託
し
た
十
一
月
二
十
日
附
の
最
後
の
手
紙
に
は
、
次
の
一
節

が
あ
る
。

 
 
 
こ
の
秋
に
当
た
り
兄
さ
ん
は
こ
の
た
び
多
数
の
中
よ
り
選
抜
さ
れ
ロ
ハ
今

 
 
の
艦
を
退
艦
し
某
方
面
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
時
局
重
大
の

 
 
折
柄
、
も
ち
ろ
ん
生
還
は
期
し
て
を
り
ま
せ
ぬ
。
…
…
家
の
事
は
兄
さ
ん

 
 
に
な
り
代
わ
り
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
。

 
 
お
わ
り
に

 
以
上
、
基
礎
作
業
と
し
て
、
『
特
別
攻
撃
隊
 
九
軍
神
正
伝
』
を
用
い
、
「
真

珠
」
の
素
材
で
あ
る
特
別
攻
撃
隊
の
概
略
、
〈
九
軍
神
〉
個
々
の
略
伝
・
人
と

な
り
を
簡
潔
に
述
し
た
。
微
細
な
こ
と
を
言
え
ば
、
九
人
総
て
が
自
発
的
だ
っ

た
か
す
ら
不
明
で
あ
る
。
先
鋭
的
な
〈
数
名
の
将
校
〉
の
意
志
が
あ
り
、
そ
れ

に
附
随
し
て
下
士
官
が
〈
選
抜
さ
れ
〉
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。 

特
別
攻
撃
隊
は
特
殊
潜
航
艇
に
よ
る
戦
艦
轟
沈
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
将
校
と
下
士
官
と
の
二
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
六
年
十
二
月
八

日
午
後
三
時
の
大
本
営
海
軍
部
発
表
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
戦
果
の
う
ち
、

ア
リ
ゾ
ナ
型
戦
艦
一
隻
は
こ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ほ
か
に
も
大
な
る
戦
果

を
挙
げ
た
と
い
う
。
十
二
月
八
日
附
の
横
山
正
治
の
遺
書
に
は
〈
同
乗
の
上
田

兵
曹
の
遺
族
に
対
し
て
は
気
の
毒
に
堪
へ
ず
〉
と
い
う
件
が
あ
惹
。
し
た
が
っ

て
、
小
川
徹
氏
の
指
摘
の
如
く
、
も
と
も
と
は
《
十
．
軍
神
》
と
な
る
べ
き
は
ず

で
、
一
人
は
何
ら
か
の
は
ず
み
で
生
き
た
に
ち
が
い
な
い
注
3
。
（
後
に
酒
巻
中

尉
と
判
明
）

 
 
 
誰
が
、
九
人
で
は
一
人
足
り
な
い
と
思
っ
た
か
。
合
理
的
な
冷
静
な
頭

 
 
さ
え
あ
れ
ば
、
五
隻
に
九
人
前
お
か
し
い
は
ず
で
あ
っ
た
。

 
「
言
論
・
出
版
・
集
会
・
結
社
等
臨
時
取
締
法
」
に
一
例
を
示
し
た
如
く
、

当
時
は
戦
争
に
勝
つ
た
め
の
く
与
論
ノ
健
全
ナ
ル
指
導
〉
が
総
て
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
各
人
の
〈
家
庭
と
教
育
の
二
つ
〉
に
焦
点
を
絞
っ
た
こ
の
書
物

が
、
あ
ま
り
に
立
派
す
ぎ
る
、
紋
切
り
型
す
ぎ
る
、
あ
る
い
は
、
き
れ
い
ご
と

す
ぎ
る
記
述
に
終
始
し
て
い
る
憾
み
は
あ
る
が
、
〈
与
論
ノ
健
全
ナ
ル
指
導
V

が
第
一
義
で
あ
っ
た
時
代
の
状
況
か
ら
言
え
ば
致
し
か
た
な
い
。
い
や
む
し
ろ

当
然
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
二
十
か
ら
二
十
八
ま
で
の
当
時
の
軍
人
た
ち
の

一
面
が
制
約
さ
れ
た
中
で
の
書
き
方
に
せ
よ
浮
か
び
あ
が
れ
ば
望
外
の
倖
せ
で

あ
る
。
〈
尽
忠
報
国
〉
、
〈
断
じ
て
行
え
ば
鬼
神
も
之
を
避
く
〉
、
〈
沈
勇
果

断
〉
、
〈
七
生
報
国
〉
、
（
岩
佐
中
佐
以
下
四
将
校
の
遺
墨
）
、
心
の
襲
を
別
に

す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
が
最
大
公
約
数
の
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
こ
の
《
事
実
》
を
坂
口
安
吾
が
如
何
に
仮
構
し
、
自
分
の
も
の
と
し
た
か
を

次
回
で
は
考
察
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

注
1
 
開
高
 
健
『
紙
の
中
の
戦
争
』
（
文
芸
春
秋
、
昭
和
4
7
・
3
）

注
2
 
 
『
現
代
史
資
料
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
統
制
2
』
（
み
す
ず
書
房
、
7
5
・
1
0
）

注
3
 
小
川
 
徹
『
墜
落
論
の
発
展
』
（
三
一
書
房
、
一
九
六
九
、
一
・
一
五
）

※
こ
の
小
稿
は
、
日
本
近
代
文
学
南
九
州
支
部
（
9
6
・
6
・
2
3
）
の
発
表
に
補

 
諭
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
わ
り
す
る
。

文
学
者
の
《
十
二
月
八
日
》
（
一
）
一
安
吾
「
真
珠
」
の
素
材
に
つ
い
て
一

（47）


